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　５月４日、西有家町の戸
ノ隅公園広場と滝つぼで戸
ノ隅公園滝祭りが開催され、
ステージイベントでは今年
度で閉校となる長野小学校
の児童が童謡「ふるさと」
の合唱を披露するなど、地
元愛に包まれたイベントと
なりました。
　そうめん流しで提供されたそうめんは、長野名のそうめ
ん業者が調理したもので、プロが茹でたシコシコ麺を来場
者はおいしそうに頬張っていました。

　４月24日に、加津佐町
津波見地区で「孝子祭」
が開催されました。
　これは、親孝行で讃
えられた安永安次さん
の命日である24日に毎

年開催されているもので、家族を大切にし、「あたたかい
心と思いやり」の道徳心を養い、子どもたちの健全育成を
図ることを目的にした行事です。
　式典の中で、旧津波見小学校の子どもたちみんなで「孝
子の歌」を合唱し、安次さんの心を歌い上げ、安永さんの
善行を受け継ぐことを誓いました。　

　４月19日、新入消防団員と幹部団員の教育訓練が南有
馬体育館で行われました。
　新入消防団員や幹部団員の基礎的な教育訓練と現場活
動に必要な知識や技術を習得し、いざという時に備える
ことを目的に行われた本訓練。参加した団員は、真剣な
表情で一つひとつの動作を行っていました。

　５月13日、がまだせ東北支援実行委員会の隈部和久会
長が市役所を訪れ、宮城県南三陸町の復興支援のため、
寄付金を市に寄託しました。
　この寄付金は、今年３月８日に開催された「東日本大
震災復興支援イベント第３回リメンバー 3.11」において、
会場での募金やお店の出店料などの収益金の中から寄せ
られたもので、今回19 1 , 5 6 3円が市長に渡されました。
　贈呈式で隈部会長は、「震災が風化していくのが一番怖
いこと。3.11を忘れることなく、これからも復興イベン
トなどを通して被災地支援を行っていきたい」と話して
いました。

マイナンバーで広がる「ゆたかな暮らし」
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このほかにも…
●個人番号カードの導入
市町村に申請すると交付が受けられる顔写真つきの
ＩＣカード

●マイポータル（仮称）の導入（29年1月から）
自宅のパソコン、スマホなどから、さまざまな情報
を取得できる個人用サイト

マイナンバーの通知を
住民票の住所に送付

●申請者に個人番号カードを交付
●社会保障・税・災害対策の手続きで、
　マイナンバーの利用が開始

国の行政機関間で
情報連携を開始

地方公共団体など
も含めた
情報連携を開始

制度実施の流れ

あ
な
た
に
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

通
知
さ
れ
ま
す
。

今
年
の

10
月
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
正
式
名…

社
会
保
障・税
番
号
）と
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
個
人
の

情
報
を
適
切
か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
、
本
年（
平
成
27
年
）10
月
に
、

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

社
会
が
変
わ
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、安
全・安
心
な

仕
組
み
で
各
機
関
が
分
散
管
理
す
る

個
人
情
報
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
の
情

報
連
携
が
可
能
に
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。

☎0570-20-0178
コールセンター（全国共通ナビスタイル） マ イ ナン バー

平日9時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く）
※一部IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、
　050－3816－9405におかけください。
※ナビダイヤルは通話料がかかります。

または 情報統計課 ☎050（3381）5100

帰省客でにぎわう  戸ノ隅公園滝祭り親を大切に思う心を受け継ぐ  孝 子 祭
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